
一可守

明治前期

需
要
の
増
大
と
柏
ま
っ
て
生
産
も
順
次
伸
び
、
量
産
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。
森
、
地
蔵
寺
で
も
年
産
一
五
万
枚
、
県
全
体
で
は
一

O

O
万
枚
に
飛
躍
し
て
い
た
。
都
市
部
で
も
と
れ
に
参
入
す
る
業
者
も
あ
り
、
需
要
の
伸
び
る
一
方
の
槍
笠
応
対
し
て
実
用
新
案
権
の

申
請
を
行
い
、

ζ

れ
が
農
商
務
省
に
お
い
て
登
録
さ
れ
る
と
い
う
問
題
も
起
っ
て
く
る
。
乙
の
結
果
生
産
が
規
制
さ
れ
、
森
-
本
山

方
面
の
業
者
は
経
営
不
能
に
な
る
と
い
う
事
態
も
招
い
た
。
そ
し
て
乙
の
事
件
は
原
産
地
で
あ
る
森
、
本
山
な
ど
の
町
村
長
を
先
頭

に
し
て
実
用
新
案
縫
取
り
消
し
運
動
と
な
っ
て
、
大
き
く
表
面
化
し
て
い
く
ζ

と
に
な
る
。

道

路

イじ

と

開

四
国
新
道
(
三
ニ
号
線
〉
高
知
県
は
四
国
山
地
に
よ
っ
て
瀬
戸
内
と
の
交
通
を
絶
た
れ
、
陸
の
孤
島
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
経

;念

済
・
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
函
で
他
県
よ
り
立
遅
れ
て
い
た
。
明
治
十
八
年
こ
八
八
五
〉
時
の
県
令
田
辺
良
顕
は
、
各
地
を
廻
り

新
道
関
さ
く
の
必
要
性
を
説
く
と
と
も
に
、
根
強
い
反
対
者
を
説
得
し
、
徳
島
県
令
と
も
連
絡
を
と
り
、
翌
年
、
高
知
か
ら
束
領
石

・
大
杉
・
豊
永
を
経
て
阿
波
池
田
に
至
る
幹
線
道
路
関
さ
く
に
着
工
し
た
。
新
道
は
道
路
巾
四
間
〈
七
・
三
メ
ー
ト
ル
)
で
車
行
に
も

十
分
で
あ
っ
た
。
多
額
の
工
費
は
か
か
っ
た
が
、
十
年
後
の
明
治
二
十
七
年
(
一
八
九
四
)
に
関
連
し
た
。

と
の
新
道
完
成
に
よ
っ
て
、
高
知
県
の
経
済
・
文
化
の
発
展
は
勿
論
、
と
く
に
嶺
北
地
方
は
は
か
り
知
れ
な
い
多
大
の
恩
恵
を
乙

う
む
っ
た
。

郵
便
局
の
開
設
全
国
に
駅
逓
制
度
が
行
き
渡
っ
た
の
は
明
治
五
年
(
一
八
七
二
〉
七
月
で
、
森
に
郵
便
局
が
で
き
た
の
は
翌
六

年
四
月
で
あ
る

l
土
佐
町
で
は
最
初
の
郵
便
局
1
0
は
じ
め
は
森
駅
と
呼
ば
れ
土
居
に
置
か
れ
た
。
集
配
区
は
、
土
居
、
境
、
南

泉
、
宮
古
野
、
溜
井
、
笹
ケ
谷
、
樫
山
、
高
須
、
下
高
須
、
相
川
、
柚
ノ
木
、
衛
川
、
中
切
、
上
・
下
小
南
川
、
地
蔵
寺
、
栗
ノ
木
、

有
問
、
瀬
戸
、
芥
川
、
東
・
西
石
原
、
和
国
の
二
三
カ
村
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
明
治
七
年
に
土
居
駅
、
同
十
二
年
に
土
居
郵
便
局
、

同
三
十
九
年
に
は
現
在
の
森
郵
便
局
と
局
名
が
変
更
さ
れ
る
。
最
初
は
集
配
事
務
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
九
年
か
ら
小
包
・

内
国
為
替
・
貯
金
事
務
の
取
扱
い
を
開
始
、
同
三
十
五
年
か
ら
は
外
国
為
替
も
取
扱
い
、
大
正
十
一
年
か
ら
和
文
電
信
が
開
通
し
、

翌
十
二
年
電
話
、
昭
和
四
年
か
ら
電
話
交
換
事
務
が
開
始
さ
れ
た
〈
電
話
交
換
は
昭
和
十
三
年
国
井
局
に
移
管
さ
れ
る
)
。

明
治
十
二
年
(
一
八
七
九
)
八
月
十
六
日
に
は
地
蔵
寺
役
場
内
に
地
蔵
寺
郵
便
局
が
開
局
さ
れ
、
郵
便
通
常
集
配
を
始
め
る
。
集
配

区
は
森
郵
便
局
よ
り
分
離
。
同
十
九
年
一
月
か
ら
貯
金
事
務
を
開
始
し
た
。
同
二
十
九
年
五
月
か
ら
内
国
為
替
事
務
、
同
三
十
二
年

に
は
小
包
事
務
を
開
始
す
る
。
同
三
十
五
年
一
月
外
国
為
替
事
務
を
開
始
、
大
正
十
一
年
(
一
九
二
二
)
一
一
一
月
に
は
和
文
電
信
開
通
、

同
十
二
年
六
月
電
話
が
開
通
し
た
。
電
話
交
換
の
開
始
は
昭
和
七
年
〈
一
九
三
二
)
十
月
で
、
そ
の
後
昭
和
五
十
一
年
(
一
九
七
六
)
国

井
電
報
電
話
局
に
統
一
さ
れ
る
ま
で
続
く
。

村
医
の
設
置

土
陽
新
聞
に
よ
る
と
明
治
二
十
一
年
(
一
八
八
八
〉
九
月
及
び
十
月
に
、
土
佐
町
で
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
が
流
行
し
、

毎
日
の
よ
う
に
新
患
者
が
発
生
し
た
旨
を
報
道
し
て
い
る
。
高
知
県
は
、
伝
染
病
患
者
週
報
を
新
聞
に
掲
載
し
、
そ
の
発
生
状
況
を

報
告
し
て
県
民
の
注
意
の
喚
起
を
う
な
が
し
て
い
る
。

地
蔵
寺
村
で
は
当
時
医
師
が
之
し
く
、
村
の
医
療
体
制
は
極
め
て
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
村
民
は
衛
生
の
知
識
に
之
し

い
あ
り
さ
ま
で
、

己
れ
を
憂
慮
し
た
当
時
の
村
会
で
、

西
村
真
兵
衛
は
、
村
の
有
志
か
ら
相
当
金
額
の
寄
付
を
受
け
、

そ
れ
を
資
本

に
し
て
村
医
局
を
設
け
貧
困
家
庭
の
患
者
に
安
価
な
治
療
を
施
す
と
と
も
に
、

一
般
の
患
者
に
も
薬
価
を
安
く
し
て
村
民
の
不
安
を

道路と開化

一
掃
し
て
は
と
建
議
、

さ
ら
に
有
志
者
の
義
指
金
で
村
医
を
設
置
し
て
利
益
を
図
ら
ず
に
患
者
を
未
然
に
救
つ
て
は
ど
う
か
と
建

議
、
村
会
は
ζ

れ
を
全
員
賛
成
で
可
決
、

医
局
の
設
置
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
乙
と
と
な
っ
た
。
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文化教.育

公
社
直
営
の
地
域
集
団
電
話
が
、
今
後
維
持
管
理
費
の
面
で
も
通
話
範
囲
等
の
面
で
も
得
策
で
は
な
い
か
と
い
う
芦
が

持
ち
あ
が
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
の
有
線
放
送
へ
の
加
入
希
望
者
が
減
少
し
て
き
た
た
め
、
結
局
、
町
と
し
て
も
計
函
を
断
念
し

て
、
新
た
に
地
域
集
団
電
話
の
採
用
に
よ
る
通
信
の
一
元
化
を
は
か
り
、
放
送
設
備
は
町
営
放
送
と
し
て
残
し
、
未
配
線
家
庭
K
も

教
育
、

704 

間
か
ら
、

町
貿
で
配
線
を
実
施
し
た
。
放
送
は
昭
和
四
十
八
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
。

生
、
農
林
業
、
各
種
団
体
の
情
報
が
計
画
的
に
放
送
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
町
広
報
が
主
体
で
、

町
政
、

保
健
街

治

水

山

、ょ‘
11口

早

明

浦

ダ

ム

の

建

設

昭
和
四
十
二
年
十
月
二
十
八
日
本
工
事
着
工
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
完
成
し
た
早
明
浦
ダ
ム
の
竣
工
式
は
、
昭
和
四
十

八
年
十
一
月
十
日
ダ
ム
湖
畔
の
ダ
ム
を
見
下
す
台
地
で
行
わ
れ
た
ロ
海
測
増
己
高
知
県
知
事
は
水
源
県
を
代
表
し
て
感
慨
深
く

早明浦ダムの建設

こ
の
ダ
ム
の
建
設
に
は
、
約
四
百
戸
白
家
屋
と
総
面
積
八
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
白
土
地
、
山
、
宅
地
が
水
没
し
、
沢
山
の
人
が
犠
牲
を
う
け
ま
し
た
。

大
川
村
の
ど
と
き
は
、
村
田
中
心
部
が
移
転
し
、
村
田
行
政
が
殆
ん
ど
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
ゆ
く
か
で
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
勿
論

己
白
ダ
ム
建
設
に
は
、
グ
ム
に
直
接
関
係
な
い
事
業
も
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
建
設
省
や
公
団
応
対
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
ダ
ム
の
貯
水
量
は
三
億
ト
ン
と
い
う
大
告
主
で
あ
り
、
実
際
に
動
か
す
畳
は
八
億
六
千
万
ト
ン
で
あ
り
ま
す
。
そ
白
半
分
近

い
も
白
が
徳
島
県
に
供
給
さ
れ
、
香
川
県
、
愛
媛
県
併
せ
て
徳
島
県
の
約
半
分
〔
そ
の
三
分
の
ニ
ぐ
ら
い
が
香
川
県
に
)
供
給
さ
れ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
高
知
県
で
い
た
だ
く
水
は
三
千
九
百
万
ト
ン
で
四
彪
で
あ
り
ま
す
。
己
の
大
き
な
犠
牲
に
対
し
、
多
少
感
情
が
は
さ
ま
れ
る
と
と
ろ
で
は

あ
り
ま
す
。
(
『
水
と
と
も
に
』
)

と
い
っ
て
、
水
源
県
の
高
知
県
が
は
ら
っ
た
犠
牲
が
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
代
償
と
し
て
う
け
る
恩
恵
が
如
何
に
少
な

い
か
を
欺
い
て
い
る
。

早
明
浦
ダ
ム
建
設
の
経
緯

「
吉
野
川
水
系

705 

水
資
源
開
発
公
聞
が
編
集
し
て
い
る
『
水
と
と
も
に
』
(
昭
和
五
十
四
年
九
月
号
〉
に

土佐町史



治山治水

管
理
と
現
況
と
課
題
」
と
い
う
座
談
会
が
特
袋
さ
れ
て
い
る
が
、

706 
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そ
の
な
か
で
椎
野
佐
昌
吉
野
川
開
発
局
長
が
「
吉
野
川
総
合
開
発

の
沿
草
」

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

吉
野
川
全
体
白
水
を
有
効
か
っ
総
合
的
に
開
発
し
よ
う
と
す
る
考
え

は
、
昭
和
十
三
年
の
河
水
統
制
事
業
が
最
初
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
乙

の
方
針
に
そ
っ
て
、
吉
野
川
水
系
の
総
合
的
調
査
が
内
務
省
の
手
で
は

じ
め
ら
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
激
化
に
よ

っ
て
、
中
断
白
や
む
な
き
に
至
り
、
総
合
開
発
計
画
を
た
て
る
ま
で
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
後
経
済
安
定
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
、
再
び
吉
野
川
を
総
合
的
に

開
発
す
る
計
画
が
検
討
さ
れ
る
ζ

と
と
な
り
、
昭
和
二
十
三
年
I
二
十

五
年
に
わ
た
っ
て
、
建
設
省
、
農
林
省
、
通
産
省
ぺ
四
国
四
県
、
各
電

力
会
社
の
協
力
の
も
と
に
、
い
わ
ゆ
る
「
安
本
東
」
と
よ
ば
れ
る
総
合

開
発
計
画
が
た
て
ら
れ
ま
し
た
。
己
れ
が
現
在
の
吉
野
川
総
合
開
発
計

画
白
原
型
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
昭
和
二
十
五
年
五
月
、
国

土
を
総
合
的
に
刺
用
、
開
発
す
る
目
的
で
国
土
総
合
開
発
法
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
が
、

E
由
法
律
に
基
づ
い
て
、
四
国
に
お
い
て
も
四
園
地
方

総
合
開
発
審
議
会
が
二
十
六
年
に
設
立
さ
れ
、
四
国
総
A
品
発
計
面
白

検
討
を
は
じ
め
ま
し
た
。
昭
和
二
十
八
年
に
は
、
同
法
に
基
づ
い
て
吉

野
川
も
調
査
地
域
に
指
定
さ
れ
、
先
の
「
安
本
案
」
も
含
め
て
多
く
の

計
画
案
が
と
の
審
議
会
に
提
出
古
れ
ま
し
た
。
審
議
会
は
三
十
年
、
と

早明浦ダム

， 

ね
ら
り
計
画
案
を
整
理
検
討
し
一
つ
の
案
に
ま
と
め
「
調
整
試
案
」
と
し
て
四
県
笠
原
し
ま
し
た
。
し
か
し
各
県
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
も
あ
っ
て
、

審
議
会
も
凋
か
れ
る
た
び
に
熱
度
が
下
が
る
状
態
で
し
た
。

こ
の
問
、
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
い
各
地
で
積
極
的
な
産
業
基
盤
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
吉
野
川
に
つ
い
て
も
各
機
関
が
地
道
に
開
発
調
査
を

進
め
、
四
国
自
体
に
お
い
て
も
後
進
性
打
破
の
た
め
経
済
基
盤
を
強
く
す
る
地
域
開
発
の
推
進
が
切
望
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
吉
野
川
白
水
を
総

合
的
に
利
用
す
る
必
要
が
生
じ
、
再
び
総
合
開
発
計
画
樹
立
へ
の
熱
意
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
と
う
し
て
昭
和
三
十
五
年
四
月
、
四
国
地
方
の

資
源
の
総
A
局
発
を
促
進
す
る
た
め
の
四
園
地
方
開
発
促
進
法
が
制
定
さ
れ
、
同
年
七
月
同
法
に
基
づ
い
て
四
園
地
方
開
発
審
議
会
が
設
立
さ
れ

る
に
及
ん
で
、
己
の
機
運
は
一
段
と
拍
車
が
か
け
ら
れ
、
計
画
樹
立
白
方
向
に
進
む
己
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
吉
野
川
の
水
資
源
開
発

は
中
心
の
柱
で
、
と
く
に
審
議
会
の
中
に
吉
野
川
総
A
品
発
部
会
が
昭
和
三
十
七
年
に
設
立
ま
れ
ま
し
た
。

己
の
部
会
に
お
い
て
、
建
設
省
自
原
案
で
あ
る
「
早
明
浦
ダ
ム
を
中
核
と
し
た
総
A
品
発
計
画
」
に
絞
っ
て
討
議
古
れ
、
数
回
の
部
会
を
重
ね

て
四
十
一
年
六
月
に
建
設
省
か
ら
提
出
さ
れ
た
最
y経
同
案
が
承
認
さ
れ
、
さ
ら
に
各
県
白
議
会
も
己
由
最
終
案
に
賛
成
の
態
度
を
示
し
、

E
E
に

戦
後
二
十
年
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
吉
野
川
総
A
品
発
計
画
も
よ
う
や
く
決
定
さ
れ
た
次
第
で
す
。

乙
の
談
話
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
早
明
浦
ダ
ム
の
建
設
は
「
吉
野
川
総
合
開
発
計
画
」
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
吉
野
川

下
流
地
域
の
洪
水
調
節
と
用
水
補
給
、
発
電
及
び
愛
媛
、
香
川
、
高
知
の
三
県
へ
の
分
水
を
内
容
と
す
る
事
業
の
要
で
あ
っ
た
。

早
明
浦
ダ
ム
建
設
事
業
計
函
昭
和
三
十
七
年
当
時
、
吉
野
川
の
水
資
源
開
発
を
中
心
に
、
四
園
地
方
開
発
審
議
会
の
吉
野
川
総

合
開
発
部
会
で
討
議
が
か
わ
さ
れ
る
が
建
設
省
河
川
局
開
発
課
が
案
と
し
た
「
吉
野
川
早
明
浦
ダ
ム
建
設
事
業
計
画
書
」
は
次
の
よ

早明浦タ・点目建設

う
な
も
の
で
あ
る
。
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早明浦ダムの建設

治山治水

吉
野
川
早
明
浦
ダ
ム
建
設
事
業
計
画
書
〈
抜
粋
)

建
設
省
河
川
局
開
発
課

〈
昭
三
八
・
七
)

調
査
吉
野
川
は
、
昭
和
二
十
四
年
度
か
ら
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
が
と
白
問
に
各
種
の
開
発
方
式
が
検
討
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
調
査
が
実
施
さ
れ

た
。
な
お
吉
野
川
は
建
設
省
の
み
で
な
く
良
林
省
、
電
源
開
発
株
式
会
社
等
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
調
査
を
行
っ
て
き
た
が
、
建
設
省
と
し
て
は
昭

和
三
十
七
年
度
末
ま
で
に
約
五
千
六
百
万
円
を
も
っ
て
、
早
明
浦
、
岩
戸
、
小
歩
危
、
大
佐
古
等
白
地
形
、
地
質
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
水

文
調
査
、
利
用
現
況
調
査
等
を
行
っ
た
。
吉
野
川
総
合
開
発
事
業
調
査
費
(
年
度
別
)

五、一一 一

leli5古
五、一一 一

I凶hδ二L十四 4六2_十五

六、一八、 一

3主;主
九

六

主主
18 ニ」

lifu 
四一

五六 1; 八七h_士'" 
六。計一、ー
=九

十

七

8 0 十
四一

0 。。士-

調
査
拶
d
I

地
点
名
早
明
捕
、
岩
戸
、
小
歩
危
、
大
佐
官
!
宮
河
内

調
査
内
容
雨
量
、
水
位
、
流
産
、
地
形
、
地
質

以
上
の
よ
う
な
数
点
に
関
す
る
各
種
の
計
画
に
対
す
る
検
討
白
結
果
、
早
明
浦
ダ
ム
を
中
核
と
し
て
計
画
を
樹
立
す
る
の
が
有
刺
で
あ
る
己
と
が

明
ら
か
と
な
り
、
昭
和
三
十
四
年
頃
か
ら
建
設
省
も
、
早
明
捕
ダ
ム
を
中
心
と
し
て
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。

事
業
の
概
要

H
治
水

吉
野
川
は
年
間
三
千
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
お
よ
ぶ
多
雨
一
地
帯
を
水
源
と
し
て
お
り
、
ま
た
地
理
的
に
台
風
が
額
築
に
来
箆
す
る
経
路
に
直
面
し

て
い
る
た
め
、
年
々
大
き
な
洪
水
に
見
舞
れ
て
い
る
。
己
れ
ら
の
流
量
を
確
率
的
に
考
察
し
て
見
る
と
、
現
計
画
の
岩
津
に
於
け
る
一
五
、
0
0
0

立
方
メ
ー
ト
ル
/
秒
は
超
過
確
率
で
三
十
年
に
一
固
に
相
当
す
る
。
モ
E
で
吉
野
川
の
計
画
高
水
流
量
を
将
来
白
地
域
開
発
を
考
慮
し
て
一
七
、

司
O
立
万
メ
ー
ト
ル
/
秒
に
増
高
し
、
そ
の
襲
撃
を
八
十
年
に
一
回
程
喜
ま
で
高
め
た
計
画
と
し
、
治
水
の
万
全
を
期
す
る
己
と
と
し

土
地
く
し
て
、

E
白
計
画
流
置
に
つ
い
て
種
々
検
討
を
加
え
た
結
果
、
現
白
河
道
計
画
は
そ
白
ま
ま
と
し
、
そ
の
超
過
分
二
、
五
O
O
立
方
メ

ー
ト
ル
/
秒
を
既
設
柳
瀬
ダ
ム
及
び
早
明
浦
ダ
ム
で
カ
ッ
ト
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
己
と
が
分
っ
た
。

同
発
電

ダ
ム
サ
イ
ト
に
七

O
、0
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
早
明
浦
発
逗
扇
を
建
設
し
ダ
ム
式
発
包
を
お
ζ
な
う
と
と
も
に
、
下
流
吉
野
川
第
一
発
電
所
、
吉

野
川
第
二
発
電
所
に
対
し
て
出
力
増
加
を
は
か
る
。

国
分
水

吉
野
川
は
徳
島
、
愛
媛
、
高
知
、
香
川
町
四
県
に
ま
た
が
る
大
河
川
で
、
そ
白
豊
富
な
水
量
白
た
め
に
古
来
水
不
足
に
苦
し
む
溺
戸
内
側
(
愛

媛
、
香
川
。
は
勿
論
の
と
と
、
太
平
洋
側
〈
高
知
)
に
対
す
る
分
水
白
要
望
は
大
な
る
も
由
が
あ
る
。

モ
己
で
、
四
国
総
合
開
発
白
精
神
に
基
幸
、
吉
野
川
白
水
資
源
を
最
も
有
効
に
開
発
利
用
す
る
た
め
、
次
に
示
す
下
流
徳
島
地
域
の
補
給
能
力

を
考
慮
し
つ
つ
で
き
る
か
ぎ
り
、
分
水
を
可
能
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
下
流
補
給
計
画

吉
野
川
下
流
動
に
つ
い
て
は
、
耕
地
に
対
し
て
用
水
を
補
給
す
る
と
と
も
に
、

る
よ
う
に
グ
ム
で
調
整
放
流
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ダ
ム
お
よ
び
貯
水
池

付
ダ
ム

ダ
ム
名
早
明
捕
ダ
ム

位
置
左
岸
高
知
県
長
岡
郡
本
山
町
吉
野

今
後
白
地
域
開
発
に
と
も
な
う
都
市
用
水
の
必
要
量
を
確
保
で
き
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集白非越捧勾堤堤堤型
7k貯越流孫配頂長高式
面水流頂積巾 中

嶺池頂 上四一重宝
百 E 一流五二 0 ;iJ岸
E L -'扇・五八式-
Y 三で O 五メメコ両
三三沿てメ 1 1 ;/担
四 -"':01 トト空界
八メ O七トル ル q芸
メ 10 レ ~~I 震
l ト O下〈四一ト郡
Jレ豆流六 00ダ土

Jレ 芳首メ O六ム佐
〆01 メメ 狩
1 .ト 1 1 閉
ト七 Jレトト 持
Jν 二~ )レル

ノL
ノL

九。
幸
メ

Jレ

直
接
流
域
四
一
七
平
方
キ
ロ
メ
l
ト
山
〈
内
分
水
流
域
一
一
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

間
接
流
域
四
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
汗
見
川
取
水
)
計
四
六
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

潜
水
面
積
七
・
一
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
七
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
〉

洪
水
時
最
高
水
位

E
L
三
四
六
メ
ー
ト
ル
(
三
四
三
メ
ー
ト
ル
)

常
時
満
水
位

E
L
三
三
七
メ
ー
ト
ル
(
三
三
一
メ
ー
ト
ル
)

夏
期
制
限
水
位

E
L
三
三
五
・
五
メ
ー
ト
ル

総
貯
水
量
三
三
九
、
0
0
0
、0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
会
二
六
、
0
0
0、0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
)

有
効
貯
水
容
量
一
一
一
ニ
六
、
0
0
0
、0
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
(
二
八
九
、
0
0
0
、0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル
)

サ

1
チ
ャ
ー
ジ
容
量
六
六
、
0
0
0、0
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル

治
水
容
量
七
六
、
0
0
0
、0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル

発
電
容
量
一
七

O
、0
0
0、0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル

利
水
容
量
一
二
八
、
0
0
0
、0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル

堆
砂
量

一七
O
、0
0
0
、0
0
0立
方
メ
ー
ト
ル

( 

( 

〉
内
数
亨
は
完
成
時
〉

で
早
明
浦
ダ
ム
建
設
の
方
向
が

確
認
さ
れ
た
の
で
、
早
明
浦
ダ
ム
調
査
事
務
所
を
長
岡
郡
本
山
町
吉
野
に
開
設
し
て
、
従
来
行
っ
て
い
た
予
備
調
査
か
ら
実
施
計
画

調
査
に
切
換
え
た
。
村
は
土
佐
村
ダ
ム
対
策
本
部
を
設
置
し
、
議
会
に
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
を
設
け
、
早
明
浦
ダ
ム
建
設
に
伴
う

諸
問
題
に
対
処
す
る
事
に
し
た
。
そ
し
て
同
年
士
一
月
二
十
五
日
村
議
会
議
決
の
意
見
蓄
を
建
設
省
始
め
関
係
各
機
関
に
送
付
す

る
。
意
見
書
は
総
論
で
「
早
明
浦
ダ
ム
が
高
い
社
会
性
及
び
公
共
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
ζ

と
は
一
応
肯
定
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
若
し
早
明
浦
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
場
合
及
び
実
現
後
を
予
想
す
る
と
き
、

E
口
々
と
園
、
吾
々
と
受
益
者
と
の
考
え
方
は
必
ず

し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
「
水
没
す
る
地
元
は
真
に
困
難
な
社
会
問
題
を
抱
え
、
受
益
は
乏
し
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
反
対
に
水
没
し
な
い
他
地
方
が
永
久
に
莫
大
な
利
益
を
享
受
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
早
明
浦
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て

新
産
業
都
市
が
生
成
発
展
し
、
農
工
業
地
帯
が
振
興
繁
栄
し
、
旦
つ
莫
大
な
洪
水
被
害
か
ら
解
放
さ
れ
る
地
方
が
あ
る
と
す
れ
ば
吾

々
は
哀
心
欣
ぴ
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
「
矛
盾
と
社
会
的
不
均
衡
を
解
決
し
水
没
者
も
受
益
者
も
亦
水
没
村
も
受
益
地

町
の
対
応

昭
和
三
十
八
年
四
月
、
建
設
省
は
吉
野
川
総
合
開
発
部
会
(
四
園
地
方
開
発
審
議
会
)

早明浦Fムの建設

域
も
共
に
ダ
ム
建
設
と
い
う
一
点
に
同
意
と
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
」
忙
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
無
理
お
し
し
な
い
で
や
っ
て
ほ
し

い
と
い
っ
て
お
り
、
極
め
て
穏
便
な
意
見
を
関
係
し
て
い
る
。
本
論
は
こ
章
に
別
れ
て
い
る
が
、
第
一
章
で
は
園
、
県
、
起
業
者
の

責
任
を
示
し
「
水
没
者
の
救
済
乃
至
は
生
活
再
建
及
び
水
没
地
域
将
来
の
開
発
に
資
す
る
施
策
」
を
具
体
的
に
示
す
ζ

と
を
要
請

し
、
第
二
章
は
補
償
に
つ
い
て
、
個
人
補
償
は
「
資
産
の
状
況
本
人
の
年
令
性
能
等
を
見
極
め
、
本
人
の
希
望
を
充
分
尊
重
し
て
」

最
善
至
高
の
補
償
を
、
公
共
補
償
は
具
体
的
に
「
公
共
施
設
」
「
土
佐
村
開
発
」
等
に
つ
い
て
数
項
目
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
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議
会
は
当
初
か
ら
早
明
鴻
ダ
ム
の
建
設
を
認
め
る
前
提
に
た
ち
、
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
、
特
に
公
共
、
個
人
の
補
償
を
関

係
各
機
関
が
地
元
と
充
分
協
議
す
る
事
を
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
臨
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
さ
き
同
年
十
月
十
一
日
付
で
す
で
に
村
長
、
議
長
名
で
知
事
あ
て
「
ダ
ム
建
設
が
総
合
的
な
四
国
の
開
発
を
推
進
す
る

た
め
に
極
め
て
重
要
な
使
命
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
己
と
に
つ
い
て
は
、
一
応
の
理
解
と
認
識
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
早
明

浦
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
に
お
い
て
水
没
者
に
対
す
る
充
分
な
補
償
が
な
さ
れ
、
更
に
公
共
施
設
に
対
す
る
適
正
な
補
償

に
つ
い
て
は
、
地
域
づ
く
り
、
村
づ
く
り
の
観
点
に
立
っ
て
特
別
の
ど
理
解
と
ど
協
力
を
賜
り
た
い
」
要
旨
以
上
の
様
な
陳
情
書
が

提
出
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
議
会
の
怠
見
書
は
ζ

れ
を
追
認
し
た
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ζ

う
し
た
村
と
、
議
会

の
対
応
に
対
し
て
き
し
た
る
住
民
の
抵
抗
も
な
く
、
昭
和
三
十
九
年
六
月
三
十
日
に
は
地
元
関
係
者
と
、
調
査
事
務
所
の
聞
で
「
ダ

ム
建
設
に
伴
う
調
査
、
測
量
に
つ
い
て
の
協
定
書
」
の
調
印
が
行
わ
れ
、
ダ
ム
建
設
に
向
っ
て
大
き
く
一
歩
を
歩
み
出
し
た
わ
け
で

あ
る
。
そ
し
て
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
に
は
建
設
工
事
に
着
手
す
る
事
が
出
来
た
。

昭
和
四
十
一
年
六
月
二
十
八
日
再
び
村
か
ら
建
設
省
及
び
県
に
対
し
て
「
早
明
浦
ダ
ム
建
設
に
関
連
す
る
霊
点
要
望
事
項
に
つ
い

て
の
申
入
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
個
人
補
償
及
び
公
共
補
償
に
つ
い
て
「
議
会
の
意
見
書
」
に
も
ら
れ
た
も

の
を
よ
り
具
体
的
に
列
挙
し
て
い
る
K
す
ぎ
な
い
。

か
く
て
問
題
は
個
人
、
公
共
補
償
の
内
容
の
話
し
あ
い
に
移
っ
て
ゆ
く
。

個
人
補
償
「
早
明
浦
ダ
ム
建
設
事
業
に
伴
う
損
失
補
償
協
定
」
が
水
資
源
開
発
公
団
と
土
佐
村
早
明
浦
ダ
ム
対
策
地
区
委
員
会
、

大
川
村
早
明
浦
ダ
ム
水
没
者
対
策
協
議
会
、
本
山
町
早
明
浦
ダ
ム
対
策
吉
野
同
志
会
の
聞
で
、
高
知
県
知
事
及
び
関
係
町
村
長
を
立

会
人
と
し
て
調
印
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
二
年
十
月
二
十
七
日
で
あ
る
。
「
協
定
書
」
は
補
償
は
「
早
明
浦
ダ
ム
建
設
事
業
区
伴
う

損
失
補
償
基
準
」
に
従
っ
て
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
末
ま
で
に
各
個
人
の
損
失
補
償
額
を
算
出
し
て
契
約
を
結
ぶ
も
の
と
し
、
そ
の

皐l児捕ダ吟iの建設

水没した早明浦部審(大正田頃〉

際
協
定
の
当
事
者
で
あ
る
地
元
の
委
員
会
な
い
し
は
協
議
会
は
水

資
源
開
発
公
団
に
対
し
て
協
力
す
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
、
ま
た
水

資
漉
開
発
公
団
は
「
補
償
実
施
の
進
捗
に
即
応
し
て
必
要
な
附
帯

工
事
及
び
本
体
準
備
工
事
」
に
着
手
す
る
事
が
出
来
る
も
の
と
し

て
い
る
。
「
早
明
浦
ダ
ム
建
設
事
業
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
」
に

よ
れ
ば
「
補
償
の
対
象
」
は
「
ィ
、
ダ
ム
敷
及
び
そ
の
上
流
貯
水

池
敷
ロ
、
付
替
道
路
線

ハ
、
ダ
ム
サ
イ
ト
両
岸
に
施
設
す
る
仮

設
備
関
係
数
で
そ
の
他
関
係
工
事
敷
」
の
土
地
の
買
収
及
び

地
上
物
件
の
移
転
並
び
に
と
れ
に
伴
う
損
失
で
あ
っ
て
、
一
応
は

昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日
を
基
準
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
章

で
「
土
地
の
買
収
」
第
三
章
で
「
物
件
の
補
償
等
」

に
つ
い
て
具

体
的
な
基
準
を
明
示
し
て
い
る
。

ζ

の
基
準
の
作
成
は
水
没
地
地

権
者
の
最
も
関
心
の
あ
る
と
と
ろ
で
、
村
の
ダ
ム
対
策
本
部
が
重

要
な
役
割
を
果
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
ζ

ろ
で
あ
っ
た
。
早
明
浦
ダ

ム
対
策
地
区
委
員
会
は
ダ
ム
対
策
本
部
と
一
体
と
な
っ
て
基
準
の

作
成
に
努
力
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
六
月
「
調
査
測
量
に
つ
い
て

の
協
定
」
が
行
わ
れ
て
か
ら
三
年
余
の
歳
月
を
要
し
た

公
共
補
償

土
佐
村
長
と
水
資
源
開
発
公
団
と
の
聞
に
公
共
補
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償
の
話
し
あ
い
が
つ
き
「
早
明
浦
ダ
ム
建
設
に
伴
う
公
共
補
償
基
本
協
定
書
」
に
調
印
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
日
で

あ
る
か
ら
、
水
資
源
開
発
公
団
が
本
工
事
に
着
手
門
昭
和
四
十
二
年
十
月
二
十
八
日
〉
し
て
か
ら
一
年
余
が
経
過
し
た
時
点
で
あ
る
。

水
資
源
開
発
公
団
は
同
日
に
「
水
没
三
町
村
の
ダ
ム
工
事
着
工
」
の
同
意
を
得
、
同
月
九
日
か
ら
本
体
工
事
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を

開
始
し
て
い
る
。
後
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
一
日
ダ
ム
本
体
工
事
打
設
終
了
ま
で
、
四
年
の
歳
月
を
要
す
る
が
早
明
浦
ダ
ム
関
連
の

補
償
問
題
は
一
応
す
べ
て
解
決
し
た
事
に
な
る
。

早
明
浦
ダ
ム
建
設
に
伴
う
土
佐
村
関
連
の
公
共
補
償
は
す
べ
て
「
公
共
施
設
等
の
項
目
的
補
償
要
領
」

補
償
要
領
」
の
中
で
重
要
な
も
の
は
「
付
替
道
路
」
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
従
来
使
用
し
て
い
た
道
路
が
ダ
ム
建
設
に
伴
い
水
没

す
る
た
め
、
使
用
不
能
に
陥
る
事
か
ら
起
る
も
の
で
あ
る
。
「
柚
ノ
木
線
」
(
吉
野
川
橋
右
岸
附
近
か
ら
右
岸
沿
い
に
瀬
戸
川
橋
右
岸
側
ま

で
〉
、
「
下
川
線
」
(
下
川
橋
右
岸
側
か
ら
右
岸
沿
い
に
既
設
道
路
と
連
絡
す
る
ま
で
て
「
ダ
ム
古
味
線
」
(
上
吉
野
川
橋
下
流
吉
野
川
左
岸
に
お
い

て
水
没
す
る
道
路
)
、
「
一
の
谷
線
」
ハ
大
川
村
墳
か
ら
瀬
戸
川
左
岸
沿
い
に
既
設
道
路
と
連
絡
す
る
ま
で
)
、
「
上
津
川
線
」
(
上
津
川
橋
右
岸
か
ら

右
岸
沿
い
に
既
設
道
路
に
連
絡
す
る
ま
で
)
、
「
南
川
右
岸
線
」

m
瀬
戸
川
右
岸
か
ら
右
岸
沿
い
に
既
設
道
路
に
連
絡
す
る
ま
で
〉

に
よ
る
事
に
な
っ
た
。
「

の
建
設
を
主
と

「
そ
の
他
」
有
線
放
送
施
設
、
村
の
管
理
す
る
公
共
施
設
〈
学
校
等
〉
、
学

し
て
、
そ
の
他
関
連
橋
梁
の
建
設
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

重
用
プ
ー
ル
等
の
補
償
が
補
完
的
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

県
の
対
応
昭
和
四
十
一
年
七
月
二
十
三
日
、
高
知
県
議
会
は
周
年
六
月
二
十
八
日
土
佐
町
が
「
早
明
浦
ダ
ム
一
基
本
計
画
(
案
U

」
に
同
意
し
た
の
を
』
つ
け
て
同
意
議
決
す
る
。
早
明
浦
ダ
ム
建
設
に
対
応
す
る
高
知
県
の
態
度
は
乙
の
時
決
定
さ
れ
、
つ
づ
い
て
昭

和
四
十
二
年
一
月
十
日
県
は
早
明
浦
ダ
ム
建
設
計
画
に
関
連
し
て
発
表
し
た
「
嶺
北
地
域
開
発
基
本
構
想
」
に
基
づ
い
て
「
嶺
北
地

域
開
発
基
本
計
画
」
を
策
定
発
表
す
る
。
関
係
町
村
は
計
画
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
「
高
知
県
嶺
北
地
域
開
発
促
進
協
議
会
」

を
結
成
し
て
体
制
の
整
備
を
図
っ
た
。

早明浦ダムの建設

「
嶺
北
地
域
開
発
基
本
計
画
」

撃

は
総
論
と
各
論
に
別
れ
、

で
「
計
画
策
定
の
目
的
と
性
格
」
を
明
ら
か
に
し
「
開
発
の
基
本

方
針
」
を
示
し
て
い
る
。

各
論
は
「
主
要
施
設
計
画
」
と
「
生
産

計
画
」

に
分
け
な
か
ん
づ
く
道
路
の
整
備
計
画
を
中
心
的
課
題
と

し
て
い
る
。

「
計
画
策
定
の
目
的
と
性
格
」
は

「
地
域
の
総
合
性
、
一
体
性
を
確
保
し
つ
つ
地
域
住
民
の
生
活
の

安
定
と
福
祉
の
増
進
」
を
図
る
と
し
つ
つ
も
「
関
係
諸
国
体
や
地

域
住
民
の
自
主
的
な
努
力
」
を
望
ん
で
い
る
。
そ
し
て
計
画
実
現

「
公
共
補
償
の
活

「
長
期
的
観
点
」

に
立
っ
て

湖底11:ねむる井尻部落中心部

「
現
行
制
度
事
業
の
積
極
的
な
導
入
」

lま

と

用
」
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
「
計
画
」
の
「
実
効
性
を
確
保
」
す
る
特
別

な
財
政
的
裏
づ
け
を
保
証
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
開
発
の

基
本
方
針
」
で
は
「
交
通
運
輸
体
系
の
整
備
」
を
第
一
に
か
か
げ
、

「
地
域
開
発
の
基
盤
で
あ
る
道
路
、

林
道
等
は
幹
線
を
中
心
と
し

て
整
備
し
、
地
域
内
外
交
流
の
円
滑
化
を
図
る
」
と
し
て
産
業
の

育
成
強
化
や
、
社
会
開
発
の
推
進
等
を
か
か
げ
つ
つ
も
・
説
得
力

に
乏
し
く
住
民
の
期
待
を
つ
な
ぐ
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。

「道

路
の
整
備
」
は
国
道
三
二
号
線
、

一
九
四
号
線
の
改
良
舗
装
、
主
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要
県
道
本
川
・
大
川
線
の
改
良
舗
装
や
高
知
・
本
山
線
を
四
二
年
度
ま
で
に
、
地
域
内
全
線
の
改
良
を
行
う
も
の
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
土
佐
町
関
係
で
は
「
開
廷
状
況
に
応
じ
て
林
道
南
川
・
峯
石
原
線
の
県
道
編
入
」
の
検
討
、
「
南
越
ト
ン
ネ
ル
お
よ
び
取
付
道

路
」
を
ダ
ム
完
成
時
ま
で
に
関
連
さ
せ
る
事
等
が
計
画
に
盛
ら
れ
て
い
る
が
、
ダ
ム
建
設
工
事
進
捗
上
直
接
的
な
関
連
を
持
ち
、
整

備
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
を
重
点
的
に
取
り
あ
げ
、
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
苧
つ
け
る
住
民
の
生
活
体
系
、
生
産
体
系

の
整
備
は
、
ダ
ム
建
設
が
行
わ
れ
ず
と
も
当
然
実
施
す
べ
き
一
般
行
政
の
分
野
に
属
し
て
い
る
。

ダ
ム
水
没

治山治水

ダ
ム
水
没
の
た
め
買
収
し
た
土
地
の
総
地
積
は
七
八
九
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
本
山
町
、
大
川
村
一
を
含
む
)

積
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

五百日「

金主I~

~181 

ili|l「

地
「
基

て
一
一

oo
一

0
・
i

畑

田

で
地
目
別
面

ρ、
同七

八
、
九
五
O8 

水
没
者
は
次
の
一
五
七
世
帯
六
O
四
名
で
あ
る
。

大
測
川
村
兼
福
、
山
中
友
一
、
永
野
春
、
氷
、
森
久
保
芳
晴
、
川
村
亀
生
、
川
村
利
寛
、
永
野
貞
一
、
川
村
嘉
伊
治
、
別
役
札
、

山
田
利
幸

早
明
滅
政
審
、
和
田
昇
和
田
岩
吉
、
和
田
義
元
、
篠
原
実
、
上
田
茂
実
、
川
村
努
、
和
田
十
七
、
川
村
清
澄
、
和
国
禎
二
、
川
村
博
俊
、
川
村

北
境

中
根
貢
司
、
和
田
勝
、
和
田
広
喜
、
津
村
富
夫
、
和
回
数
猪
、
和
田
芳
広
、
川
村
喜
佐
代
、
和
田
鶴
猪
、
和
田
栄

古
味

川
村
成
躍
、

和
田
弥
三
次
、
川
村
智
、

川
村
幸
雄
、
川
井
定
次
、

式
地
香
、

川
村
秋
波
、
吉
川
元
春
、
浜
口
堅
一
、

勝
治

伊
藤
政
雄
、

川
村
尚
子
、

川
村
義
男
、

川
村
要
、

明
神
良
雄
、

明
神
政
守
、

秋
山
長
茂
、

川
村
英
雄
、
高
橋
重
子
、
受
川
山
下

直
久
、

田
上
四
郎
、

山
中
袈
裟
雄

東
和
田

山
中
正
徳
、
山
中
実
、

和
田
穐
穂
、

和
田
楠
吾
、
岡
本
太
郎
、
一
一
高
橋
砂
海
、

川
村
虎
亀
、

西
村
建
吾
、
北
国
利
広
、
和

岡
兼
光
、
高
橋
茂
信
、

氏
次
政
太
郎
、
沢
田
義
宗

井
尻助

、
田
上
岩
吉
、
山
中
芳
隅
、
林
秀
雄
、
沢
田
議
武
、
近
藤
昭
雄
、
松
村
正
信
、

久
、
川
村
武
雄
、
山
中
正
尾
、
鈴
木
竹
一
、
公
文
孝
夫
、

和
田
頼
光
、

山
中
敏
治
、
山
中
靖
、

川
村
繁
美
、

瀬
戸
丸
房
子
、

蔚
田
栄
吉
、

山
中
恵
美
子
、
近
藤
浅
男
、

和
田
富
街
、

和
田
隆
夫
、
近
旗
始
晴
、

川
村
友
春
、
都
築
院
室
、

都
築
茂
、
篠
春
雄
、

和
田
英
雄
、

川
村
清
美
、

阿
南
唯
一
、

下
元
長
人
、

大
地
義
広
、

川
上
良
信
、

上
田
浅
雄
、

秀
平
守
、

長
山
利
行
、

関
田
菊
子
、

小
松
崎
一
水
、

山
中
辻
雄
、

和
田
龍
夫

上
津
川

浜
渦
利
治
、
桑
名
丑
太
郎
、
永
野
武
亀
、
川
村
長
請
、
伊
藤
光
次
、
宮
崎
幸
て
沢
田
春
害
、
佐
藤
糸
恵
、

大
尾
忠
一
、

川
村
友
街
、

矢
野
繁
子
、

川
村
三
郎
、

筒
井
忠
男
、

片
岡
嘉
市
、

片
岡
銀
次
。

柚
ノ
木

大
野
茂
袈
裟
、

和
田
定
一
、
伊
藤
府
則
。

南
川

森
岡
正
春
、
高
橋
文
男
、
山
本
征
光
、
工
藤
と
よ
の
、

和
田
己
喜
子
、
高
橋
南
海
、

西
村
博
顕
、

川
田
伝
菩
、

早明浦ダムの建設

村
上
藤
利
、
和
田
守
利
、

水
野
克
喜
、

内
田
朝
光
、
山
中
健
一
郎
、
伊
藤
義
男
、

西
村
初
男
、

山
中
勝
、

伊
藤
勝
清
、

岩
崎
福
恵
、
山
中
崎
光
、
近
江
甫
明
、
近
江
徳
長
、
近
江
善
広
、

山
中
勲
、

西
村
一
司
、

和
田
知
数
、

和
田
和
佑
、

西
村
一
清
、
高
橋
静
男

災
害
事
故

ダ
ム
工
事
の
建
設
に
よ
る
直
接
町
長
と
関
係
あ
る
災
害
は
、

昭
和
四
十
五
年
八
月
台
風
一

O
号
の
た
め
本
体
工
事
中

和
田
稔
之

馬
地
末

鈴
木
繁
次
、

光
国
継
男
、

回
上
福
松
、

伊
藤
嘉
絵
、

藤
本
直
秀
、

山
中
知
一
、
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ダ
ム
直
下
流
右
岸
が
流
失
し
て
、
人
家
一
戸
(
川
村
性
美
)
製
材
工
場
一
(
山
中
製
材
〉
が
被
害
を
う
け
、
原
石
山
の
残
土
処

理
場
の
土
砂
が
流
失
し
て
、
相
川
川
が
現
場
か
ら
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
流
臥
し
た
土
砂
の
た
め
川
床
を
埋
没
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
大
型

ダ
ン
プ
カ
ー
に
よ
る
原
石
輸
送
は
樫
山
か
ら
行
わ
れ
た
が
、
乙
れ
に
伴
う
交
通
事
故
は
中
島
で
子
供
の
死
亡
事
故
一
件
を
数
え
る
。

ま
た

高

知

7.l< 

分

問

題

四
国
電
力
が
瀬
戸
川
、
地
蔵
寺
川
を
分
水
し
た
発
電
計
画
を
高
知
県
知
事
に
申
請
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
二
年
十
月
の
こ
と
で
あ

る
が
、
当
時
は
す
で
に
吉
野
川
総
合
開
発
事
業
の
調
査
が
相
当
進
ん
で
い
た
も
の
と
み
ら
れ
、
四
国
総
合
開
発
計
画
も
検
討
さ
れ
て

い
た
時
期
で
あ
る
。
昭
和
三
十
五
年
四
月
「
四
国
地
方
開
発
促
進
法
」
が
制
定
さ
れ
、
昭
和
三
十
七
年
九
月
吉
野
川
総
会
開
発
協
議

会
で
早
明
浦
ダ
ム
の
建
設
が
正
式
決
定
さ
れ
る
。
建
設
省
が
当
時
も
っ
て
い
た
「
吉
野
川
早
明
浦
ダ
ム
建
設
事
業
計
画
書
」
の
中
に

は
「
高
知
分
水
」
が
総
合
計
画
の
一
環
と
し
て
折
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
昭
和
三
十
九
年
二
月
の
高
知
県
議
会
で
建
設
委
員
長
が

コ
両
知
分
水
計
画
を
早
明
浦
ダ
ム
計
画
と
分
離
し
て
先
行
開
発
を
行
な
わ
し
め
る
事
は
至
難
で
あ
る
旨
」
を
四
国
地
方
建
設
局
で
確

認
の
う
え
議
会
に
報
告
し
て
い
る
が
、
当
然
の
結
論
で
あ
っ
た
。

高
知
分
水
計
画

昭
和
四
十
年
七
月
一
日
建
設
省
は
「
早
期
捕
ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
発
表
し
、
一
一
両
知
分
水
計
画

を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
新
設
さ
れ
る
瀬
戸
川
ダ
ム
か
ら
毎
秒
四

O
立
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
流
査
を
地
蔵
寺
川

に
分
水
し
、
さ
ら
に
地
蔵
寺
川
ダ
ム
か
ら
発
電
及
び
都
市
用
水
と
し
て
毎
秒
六
立
万
メ
ー
ト
ル
以
内
の
流
量
を
鏡
川
に
分
水
す
る
も

の
と
さ
れ
、
発
電
所
は
地
蔵
寺
公
ハ
六
、
五
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
、
鏡
川
第
一
九
一
二
、
五
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
の
ニ
カ
一
町
に
、

は
高
知
市
宗
安
寺
地
点
で
一
・
ニ
三
立
方
メ
ー
ト
ル
/
秒
の
増
加
水
量
を
確
保
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

都
市
用
水

そ
の
後
ζ

の
計
画
は
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
再
三
に
わ
た
っ
て
計
画
変
更
さ
れ
、
昭
和
四
十
六
年
八
月
十
六
日
の
「
高
知
分

発
電
計
画
は
大
巾
に
縮
小
さ
れ
、
最
大
出
力
三
、
四
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
さ
れ
、
地
蔵
寺
発
電
所
の
建
設
は

水
事
業
」
告
示
で
は
、

見
送
ら
れ
る
。
計
画
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

知吉

裏罰
安水
寺系

賀甑
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)11 
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高

イ

額
戸
川
取
水
堰

レ地
蔵
寺
川
取
水
堰

ト
ル
導
水
路
第
一
等
水
路
延
長
四
、
六
四
0
メ
ー
ト
ル
内
径
二
メ
ー
ト
ル
馬
蹄
型

第
二
導
水
路
延
長
八
、
六
七
0
メ
ー
ト
ル
内
径
二
メ
ー
ト
ル
馬
蹄
型

コ
ン
ク
リ
ー
ト
重
力
式
、
高
さ
八
・
六
メ
ー
ト
ル
、
提
頂
長
吉
五
0
メ
ー
ト
ル
、
提
体
積
三
、
六
四
O
立
方
〆
l
ト

ロ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
霊
力
式
高
さ
七
・

0
メ
ー
ト
ル
、
堤
頂
長
二
八
・
六
メ
ー
ト
ル
、
堤
体
積
一
、
二
四
O
立
方
メ
l

ノ、

町
の
対
応

四
国
電
力
は
昭
和
四
十
一
年
六
月
、

当
時
安
い
火
力
発
電
や

将
来
の
原
子
力
発
電
を
想
定
し
て

水
力
発
包
に
魅

カ
を
失
っ
て
お
り
「
工
事
施
工
に
つ
い
て
は
、
高
知
県
に
主
導
権
を
も
っ
て
も
ら
っ
て
、
高
知
県
で
水
が
い
る
と
い
う
場
合
に
は
何

高知分水問題

時
で
も
着
工
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」
と
極
め
て
消
極
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
三
月
の
議
会
で
知
事
は
「
千
キ
ロ

ワ
ッ
ト
程
度
の
発
電
所
は
、

地
蔵
寺
に
つ
く
る
必
要
が
む
し
ろ
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、

の
時
点
で
す
で
に
「
地
蔵
寺
発
電
所
」
の
建
設
は
四
国
電
力
で
は
見
送
っ
て
い
て
、
同
年
五
月
高
知
県
の
正
式
発
表
と
な
り
発
電
所
は

穴
内
川
発
電
所
一
カ
所
と
な
る
。
町
は
こ
う
し
た
県
の
勤
き
に
対
し
て
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
の
議
会
で
「
瀬
戸
川
、
高
知
分
水
ダ
ム

718 

ζ 

719 

土佐町史



治山治水

に
関
連
す
る
地
域
開
発
計
画
事
項
」
を
審
議
す
る
。
こ
れ
は
瀬
戸

川
分
水
ダ
ム
対
策
地
区
委
員
会
の
動
き
に
呼
応
し
「
土
佐
村
西
部

720 

地
域
開
発
」
に
関
し
て
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十

五
年
五
月
高
知
分
水
の
変
更
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、

町
長
は
正
式
に
談
会
の
同
意
も
得
て
「
高
知
分
水
事
業
に
関
連
す

る
地
蔵
寺
発
電
所
等
に
伴
う
申
し
入
れ
事
項
」
を
県
に
提
出
し
、

そ
の
実
施
を
強
く
要
望
す
る
。
申
し
入
れ
事
項
は
θ
道
路
、
林
道

地蔵寺川取水堰

等
の
改
良
、
新
設
を
県
の
責
任
で
実
施
す
る
(
県
道
吾
川
1
本
山

線
、
町
道
平
石
線
、
林
道
有
閑
・
坪
屋
・
下
瀬
戸
線
、
由
民
道
下
溺

戸
線
)
@
新
井
堰
の
堤
及
び
用
水
路
改
修
@
平
石
小
学
校
、

南
川
小
・
中
学
校
の
プ
l
h
w
新
設
⑫
林
道
有
間
線
の
協
力
資
の

斡
旋
@
防
火
用
水
槽
の
設
置
等
の
補
償
あ
る
い
は
補
償
工
事
の

実
施
を
要
望
し
た
も
の
で
あ
る
。

乙
れ
に
対
し
て
県
は
可
能
な
程
度
の
要
望
を
満
す
内
容
の
回
答

を
町
に
与
え
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
協
力
を
求
め
て
き
た
。
し

か
し
、
町
長
は
瀕
戸
川
ダ
ム
対
策
委
員
会
及
び
談
会
ダ
ム
対
策
特

別
委
員
会
と
も
協
議
の
う
え
「
高
知
県
知
事
の
責
任
に
お
い
て
実

施
古
れ
る
と
の
確
約
」
を
条
件
に
高
知
分
水
計
画
に
協
力
す
る
旨

再
度
申
入
れ
を
す
る
。
そ
の
内
容
は
第
一
回
申
入
れ
の
も
の
に
若
干
事
項
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
@
補
償
は
早
明
浦
ダ
ム
補
償

基
準
を
下
回
ら
な
い
@
新
井
堰
、
国
井
堰
の
水
利
権
の
確
保
@
工
場
誘
致
に
伴
う
工
業
用
水
の
確
保
⑫
風
光
を
血
害
し
な
い

⑤
適
正
な
漁
業
補
償
の
五
点
で
あ
る
。
県
は
「
申
し
入
れ
の
と
お
り
」
「
万
全
を
期
す
る
」
「
主
旨
に
そ
う
」
「
確
保
す
る
」
等
の
窓

志
を
町
に
示
し
た
が
町
は
な
お
と
れ
等
の
語
句
に
対
し
、
町
の
解
釈
を
つ
け
更
に
県
に
照
会
す
る
が
県
は
、
町
の
解
釈
を
全
面
的
に

認
め
「
終
局
的
に
は
県
の
責
任
に
お
い
て
誠
意
を
も
っ
て
実
効
の
確
保
を
期
し
ま
す
」
と
し
た
の
で
、
町
は
一
一
両
知
分
水
計
画
の
変
更

を
認
め
る
事
と
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
三
月
町
議
会
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
と
、
瀬
戸
川
分
水
ダ
ム
対
策
地
区
委
員
会
の
合
同
会
議

で
、
高
知
分
水
実
施
計
函
に
基
く
事
業
の
立
入
調
査
を
認
め
る
。

地
蔵
寺
川
の
分
水
一
一
両
知
分
水
計
画
決
定
の
告
示
が
行
わ
れ
る
直
前
昭
和
四
十
六
年
八
月
二
日
「
瀬
戸
川
ダ
ム
対
策
井
堰
協
議

会
、
地
蔵
寺
川
を
守
る
会
」
か
ら
、
町
長
並
び
に
町
議
会
議
長
宛
に
陳
情
書
が
出
さ
れ
る
。
要
旨
は
「
地
蔵
寺
川
流
水
の
分
水
に
つ

い
て
は
、
下
流
関
係
住
民
に
及
ぼ
す
影
響
が
深
刻
甚
大
」
で
あ
る
の
で
「
地
蔵
寺
川
の
分
水
計
画
」
に
絶
対
に
承
服
出
来
な
い
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

ζ

れ
を
-
つ
け
て
町
議
会
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
は
連
日
審
議
の
結
果
十
月
二
十
日
付
を
も
っ
て
県
知
事
に
対
し

て
要
請
書
を
提
出
す
る
。
「
地
蔵
寺
川
に
は
、
新
井
堰
水
利
組
合
の
管
理
す
る
用
水
路
及
び
田
井
堰
水
利
組
合
の
管
理
す
る
用
水
路

ハ
湯
水
〉
が
あ
り
」
ま
た
「
上
水
道
用
水
、
防
火
用
水
と
し
て
利
用
」
さ
れ
て
い
る
現
状
下
で
「
早
明
浦
ダ
ム
の
建
設
に
よ
っ
て
吉

野
川
本
流
を
他
県
に
譲
り
、
宣
ね
て
と
の
地
蔵
寺
流
水
を
樋
ノ
口
堰
堤
の
建
設
に
よ
っ
て
永
久
に
失
う
」

ζ

と
は
忍
び
な
い
と
し
、

に
よ
っ
て
高
知
分
水
の
目
的
を
速
す
る
よ
う
事
業
計
画
の
一
部
変
更
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
っ

昭
和
四
十
八
年
三
月
既
定
計
画
に
基
く
事
業
の
着
工
同
意
を
町
に
要
請

す
る
。
着
工
同
意
の
要
請
を
-
つ
け
た
町
は
、
県
及
び
中
央
関
係
省
庁
と
ζ

れ
に
つ
い
て
協
議
に
入
る
が
「
土
佐
町
要
望
の
瀬
戸
川
か

ら
の
み
の
取
水
に
関
す
る
計
画
変
更
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
早
明
浦
ダ
ム
は
既
成
し
、
そ
の
総
造
機
能
等
が
定
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ

高知分水問題

「
瀬
戸
川
ダ
ム
枢
堤
の
か
さ
上
げ
」

た
。
県
は
と
れ
に
対
し
て
何
等
の
回
答
を
す
る
乙
と
な
く
、
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に
関
連
す
る
基
本
計
画
等
の
変
更
の
た
め
の
関
係
県
な
ら
び
に
関
係
省
庁
等
の
同
意
調
整
は
事
実
上
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ζ

の
対
策
と
し
て
は
、
上
記
趣
旨
を
相
互
理
解
の
う
え
、
地
元
土
佐
町
と
県
及
び
起
業
者
と
の
間
で
、
早
急
に
十
分
な
協
議
を
行
な

い
処
理
す
る
己
と
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

新
井
堰
用
水
路
及
び
地
蔵
寺
川
の
流
量
の
確
保
対
策
に
つ
い
て
町
か
ら
「
地
蔵
寺
川
下
流
か
ら
弱
水
し
て
入
蔵
附
近
ま
で
送
水
す

る
こ
と
」
が
提
察
さ
れ
県
と
協
議
に
入
り
昭
和
四
十
八
年
六
月
五
日
「
確
認
書
」
を
取
り
か
わ
す
。

722 

渇
水
時
〈
新
井
堰
上
流
地
点
に
お
け
る
五
月
か
ら
九
月
ま
で
の
聞
の
河
川
流
量
が
0
・
四
二
三
七
立
方
メ
ー
ト
ル
/
秒
t
0
・
六
七
六
二
立
方
メ

ー
ト
ル
/
秒
の
場
合
を
い
う
。
)
に
お
け
る
新
井
堰
用
水
路
お
よ
び
地
蔵
寺
川
下
読
の
流
量
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
、
土
佐
町
、
起
業
者
等

関
係
者
が
、
工
法
等
に
つ
い
て
調
査
協
議
白
う
え
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

確
保
流
量
に
つ
い
て
は
0
・
ニ
立
方
メ
ー
ト
ル
/
秒
と
し
、
土
居
地
区
入
底
附
近
ま
で
送
水
す
る
も
の
と
し
、

い
で
、
高
知
分
水
が
行
わ
れ
る
ま
で
に
措
置
す
る
も
の
と
す
る
。

そ
の
対
策
は
町
の
負
担
を
伴
わ
な

乙
れ
よ
り
さ
き
、
議
会
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
は
五
月
三
十
日
「
高
知
分
水
に
関
す
る
全
般
的
な
諸
対
策
及
び
本
件
に
関
連
し
て

現
在
町
の
お
か
れ
て
い
る
諸
情
勢
も
総
合
的
に
充
分
審
議
検
討
し
た
結
果
、
も
は
や
ζ

の
段
階
に
お
い
て
、
地
蔵
寺
川
下
流
流
量
の

確
保
な
ら
び
に
新
井
堰
に
対
す
る
対
策
及
び
そ
の
他
の
諸
条
件
の
確
約
が
完
全
履
行
さ
れ
る
な
ら
ば
、
高
知
分
水
事
業
着
工
同
窓
に

踏
み
き
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
う
結
論
を
出
し
、
同
月
三
十
一
日
臨
時
町
議
会
で
乙
れ
を
認
め
た
の
で
、
同
日
町
長
は
「
建
設
工

事
着
手
」
に
つ
い
て
同
意
す
る
旨
知
事
に
通
知
す
る
。

そ
の
後
、
六
月
十
五
日
水
資
源
開
発
公
団
代
理
人
四
国
電
力
と
公
共
補
償
に
関
す
る
協
定
書
が
取
り
か
わ
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、

知
事
と
の
問
で
高
知
分
水
事
業
完
成
後
の
地
蔵
寺
川
に
お
け
る
水
利
調
整
に
つ
い
て
覚
書
が
取
り
か
わ
さ
れ
、
と
れ
に
よ
っ
て
事
実

上
の
地
蔵
寺
川
下
流
流
量
対
策
は
結
着
を
み
る
事
に
な
る
。

一、

ζ

白
覚
書
は
、
高
知
分
水
事
業
白
完
成
後
地
蔵
寺
川
筋
の
渇
水
に
よ
り
用
水
不
足
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
白
水
利
調
整
を
迅
速
か
つ
円
滑
に

行
な
う
と
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
己
の
覚
書
に
お
い
て
「
渇
水
時
」
と
は
、
か
ん
が
い
期
〔
五
月

t
九
月
〉
に
お
け
る
新
井
堰
直
上
流
地
点
の
河
川
流
起
が
一
一
一
六
・
六
一

O
立

万
メ
ー
ト
ル
/
日
〈
O

四
二
三
七
立
万
メ
ー
ト
ル
/
秒
)
以
下
と
な
っ
た
場
合
を
い
う
。
た
だ
し
、
己
の
流
量
は
新
井
堰
用
水
路
の
必
要
流

量
白
ほ
か
同
堰
下
流
白
水
道
そ
の
他
に
充
て
る
べ
き
水
量
を
含
む

三
、
将
来
地
蔵
寺
川
流
域
に
お
い
て
新
た
な
用
水
需
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
乙
(
県
)
は
甲
〈
町
)
と
協
議
白
う
え
安
涯
を
も
っ
て
解
決
を
は
か

る。
四
、
渇
水
時
に
お
い
て
、
甲
か
ら
乙
に
対
し
そ
の
対
策
措
置
の
要
請
が
あ
り
、
乙
が
用
水
補
給
の
必
要
を
認
め
た
場
合
は
、
高
知
分
水
施
設
の
管

理
者
に
対
し
速
や
か
に
地
蔵
寺
川
へ
の
緊
急
放
流
を
求
め
、
当
該
管
理
者
は
ζ

れ
を
直
ち
に
実
施
す
る
。

五
、
前
項
の
緊
急
放
流
の
水
量
由
選
ヰ
は
、
「
平
石
川
の
分
水
流
域
に
対
応
す
る
当
該
自
由
地
蔵
寺
川
取
水
堰
流
入
量
」
と
す
る
。
(
以
下
省
略
)

乙
の
覚
書
は
高
知
県
企
業
局
、
高
知
市
、

四
国
電
力
、
水
資
源
開
発
公
団
が
立
会
の
う
え
取
り
か
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の

四
者
が
了
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

高
知
分
水
事
業
は
、
同
年
十
一
月
本
工
事
に
着
手
、
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
工
事
完
了
、
同
五
十
四
年
一
月
十
八
日
竣
工
式
を
行

新井堰、用水路の改修

-
門
ノ
。

新
井
堰
、

用
水
路
の
改
修

高
知
分
水
事
業
計
画
を
認
め
、

と
の
工
事
の
着
工
に
同
意
す
る
に
至
る
ま
で
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

「
新
井
寝
用
水
路

及
び
地
蔵
寺
川
下
流
の
流
量
」
を
如
何
に
確
保
す
る
か
で
あ
っ
た
。

ζ

れ
に
関
連
し
て
新
井
堰
、

用
水
路
の
改
修
問
題
が
浮
か
び
あ
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